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竹久夢二「江戸呉服橋之図」



みる・かたる・つくる-

甘くやるせない美の世界

一抒情の旅路一

竹 久 夢 二 展

竹
久
夢
二
の
時
代
、
す
を
わ
ち

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
の
時
代
は
、
あ
る
意
味
で
は
日

本
の
青
春
時
代
に
も
例
え
ら
れ
る

一
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

未
来
に
向
け
て
息
付
く
希
望
が
ほ

の
か
に
見
え
て
は
い
た
が
、
い
い

し
れ
ぬ
現
実
社
会
へ
の
不
安
に
お

そ
れ
お
の
の
く
心
が
色
濃
く
支
配

的
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
に
は
高
踏
的
を
「
白
樺
」

派
に
代
表
さ
れ
る
活
動
が
あ
り
、

又
、
他
方
、
退
廃
的
な
、
い
わ
ゆ

る
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
が

あ
り
を
が
ら
、
と
も
に
共
存
し
て

い
た
。

こ
の
様
な
時
代
に
、
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
思
潮
に
啓
発
さ
れ
て

封
建
性
を
脱
し
っ
つ
あ
っ
た
市
民

●

生
活
を
基
盤
と
し
て
、
甘
く
や
る

せ
を
い
独
特
の
美
の
世
界
を
築
き

あ
げ
て
一
世
を
風
靡
し
た
の
が
、

竹
久
夢
二
で
あ
っ
た
。

夢
二
の
芸
術
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
様
々
を
位
置
付
け
が
試
み
ら

れ
、
論
考
が
毒
さ
れ
て
来
て
い
る

が
、
そ
の
評
価
は
、
い
わ
ゆ
る
正

統
を
美
術
史
の
枠
外
に
置
か
れ
て

来
た
。
夢
二
芸
術
が
、
近
代
美
術

史
の
観
点
か
ら
再
評
価
さ
れ
出
し

た
の
は
、
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。

今
日
、
夢
二
の
生
き
た
時
代
か

ら
、
は
る
か
に
隔
た
っ
た
時
代
に

生
き
る
若
い
人
達
の
間
に
、
夢
二

に
共
感
を
寄
せ
る
者
が
増
え
て
き

て
い
る
。
夢
二
芸
術
に
は
、
ま
だ

ま
だ
解
明
さ
れ
老
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
多
い
よ
う
だ
。
従
っ
て
、

本
展
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ン

ケ
イ
新
聞
社
及
び
夢
二
会
の
関
係

者
の
多
大
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

夢
二
の
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
業

績
を
出
来
る
だ
け
多
く
一
堂
に
集

め
展
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。∠

一

夢
二
の
生
い
た
ち

竹
久
夢
二
は
、
明
治
十
七
年
(
一

難
乱
雑
阻
ハ
謹
爪
弾
晒

佐
井
田
)
で
、
父
菊
蔵
、
母
也
須

能
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本

名
は
竹
久
柴
呼
そ
の
前
年
に

兄
が
幼
死
し
て
い
る
の
で
、
事
実

上
の
長
男
で
あ
っ
た
。

数
え
年
十
二
歳
の
時
、
本
庄
村

明
徳
小
学
校
か
ら
邑
久
高
等
小
学

校
に
進
み
、
こ
こ
で
鉛
筆
画
の
教

師
服
部
杢
二
郎
の
指
導
を
受
け
る
。

後
年
、
夢
二
が
「
私
の
最
初
の
先

生
で
、
ま
た
最
後
の
先
生
で
あ
っ

た
」
と
書
き
、
『
軍
国
』
一
巻
を
捧

げ
た
恩
師
で
あ
る
。

明
治
三
十
二
年
春
、
高
等
小
学

校
を
卒
業
し
た
夢
二
は
、
四
月
に

神
戸
中
学
校
へ
現
在
の
神
戸
高
校
)

に
入
学
し
て
い
る
。
し
か
し
、
在

学
わ
ず
か
八
ケ
月
で
郷
里
岡
山
へ

帰
る
。
退
学
の
事
由
は
家
事
の
都

合
と
な
っ
て
お
り
、
翌
明
治
三
十

三
年
の
二
月
に
は
竹
久
一
家
は
、

福
岡
県
遠
賀
郡
八
幡
村
へ
移
住
し

て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
を
い
が
、
経
済

的
な
理
由
等
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
夢
二
は
八
幡
で
の
新
し
い
生

活
に
な
じ
め
ず
、
東
京
へ
出
て
画

家
に
を
り
た
い
と
い
う
思
い
を
つ

の
ら
せ
て
い
た
。

明
治
三
十
四
年
夏
、
夢
二
は
こ

の
こ
と
を
母
と
姉
に
だ
け
う
ち
明

け
て
、
東
京
の
近
藤
弥
人
家
を
頼

っ
て
、
父
に
は
無
断
で
上
京
し
た
。

早
稲
田
に
近
い
下
戸
塚
の
近
藤
家

に
下
宿
し
た
夢
二
は
、
あ
く
ま
で

も
画
家
志
望
を
認
め
を
い
父
に
妥

協
し
て
、
明
治
三
十
五
年
九
月
早

稲
田
実
業
学
校
に
籍
を
置
い
た
。

夢
二
は
当
時
で
い
う
苦
学
生
と
し

て
ほ
と
ん
ど
ア
ル
バ
イ
ト
で
自
活

し
、
新
聞
配
達
、
牛
乳
配
達
か
ら
人

力
車
の
車
夫
ま
で
や
っ
た
と
い
う
。

こ
の
頃
、
夢
二
の
生
涯
に
深
い

関
わ
り
を
も
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
、

社
会
主
義
思
想
、
又
野
球
に
関
心

を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
白

壷屋の夏



みる・かたる・つくる-

罵
会
の
洋
画
研
究
所
に
通
う
な
ど
、

し
き
り
に
画
作
を
続
け
て
い
た
。

明
治
三
十
八
年
、
早
稲
帥
実
業

本
科
三
年
を
卒
業
し
た
夢
二
は
、

そ
の
ま
ま
専
攻
科
に
進
ん
だ
。

画
業
の
出
発

当
時
の
新
聞
や
多
く
の
雑
誌
の

投
書
欄
は
、
文
学
や
芸
術
に
志
す

青
年
の
登
羅
門
の
役
割
り
を
果
し

て
い
た
。
夢
二
は
専
攻
科
に
進
ん

だ
直
後
か
ら
、
投
稿
を
開
始
し
て

い
る
。
ま
ず
六
月
四
日
付
け
『
読

売
新
聞
」
の
日
曜
付
録
に
投
稿
し

た
「
可
愛
い
お
友
達
」
が
初
め
て

掴
綻
誓
抗
ぶ
つ
許
諾

日
発
行
の
「
中
学
世
界
」
夏
季
増

●

刊
「
青
年
傑
作
集
」
の
コ
マ
絵
「
筒

井
筒
」
は
第
一
賞
と
な
り
、
こ
の

受
賞
に
自
信
を
得
て
七
月
、
専
攻

科
を
中
退
し
た
。
こ
の
時
の
投
稿

に
初
め
て
「
夢
二
」
の
サ
イ
ン
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
活
動
の
舞
台
は
後
急
速
に

ひ
ろ
が
り
、
ま
も
牽
く
雑
誌
や
新

聞
の
画
壇
に
関
す
る
限
り
は
、
一

人
前
の
新
進
画
家
と
し
て
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
を
っ
た
。

明
治
四
十
年
、
夢
二
は
岸
た
ま

き
と
結
婚
す
る
。
た
ま
き
は
、
前

年
早
稲
田
鶴
巻
町
に
開
店
し
た
絵

ハ
ガ
キ
店
「
つ
る
や
」

の
女
主
人

で
あ
っ
た
。
大
き
い
目
を
し
た
美

人
と
言
わ
れ
た
た
ま
き
に
よ
っ
て
、

Y
U
M
E
看
板

夢
二
の
作
品
は
独
特
の
美
人
画
ス

タ
イ
ル
を
生
み
出
し
、
こ
の
い
ね

ゆ
る
夢
二
式
美
人
は
や
が
て
一
世

を
鳳
廃
し
て
い
く
。

し
か
し
、
現
実
の
妻
た
ま
き
は

夢
二
の
描
い
た
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
や
や
異
な
り
、
む
し
ろ
強
い

性
格
の
持
主
で
あ
っ
た
と
い
う
。

二
人
は
し
ぼ
〈
衝
突
を
繰
り
返

し
、
は
や
く
も
明
治
四
十
二
年
五

月
に
協
議
離
婚
を
す
る
に
い
た
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
二
人
は
、
そ

の
後
何
年
間
に
も
渡
っ
て
同
居
と

別
居
を
繰
返
す
こ
と
に
な
る
。

画
業
の
展
開

こ
の
年
十
二
月
、
夢
二
の
最
初

の
画
集
『
夢
二
画
集

春
の
巻
」

が
刊
行
さ
れ
、
爆
発
的
を
人
気
を

呼
ん
だ
。
扉
裏
に
は

「
こ
の
集
を

別
れ
た
る
眼
の
人
に
あ
く
る
」
と
、

た
ま
き
へ
の
献
辞
が
あ
る
。
こ
の

画
集
は
、
『
中
学
世
界
」

に
投
稿
入

選
以
来
、
各
誌
に
掲
載
さ
れ
た
多

く
の
コ
マ
絵
の
版
木
を
集
め
て
編

集
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

夢
二
画
集
は
こ
の
後
続
々
と
刊

行
さ
れ
、
霊
芝
一
画
集

夏
の
巻
言

(
明
治
四
十
三
年
四
月
)
、
毒
害
一

画
集

旅
の
巻
」

へ
明
治
四
十
三

年
七
月
)
、
『
夢
二
画
集

野
に
山

に
」
(
明
治
四
十
四
年
二
月
)
な
ど
、

大
正
初
め
ま
で
に
約
二
十
冊
を
数

え
た
。
こ
の
間
に
は
、
『
月
刊
夢
二

エ
ハ
ガ
キ
」

の
刊
行
も
開
始
さ
れ

●

た
。大

正
元
年
秋
、
第
一
固
夢
二
作

品
展
覧
会
が
、
木
部
岡
崎
公
園
内

の
京
都
府
立
関
宮
館
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
個
展
に
根
示
さ
れ
た
の

は
、
油
絵
、
水
彩
画
、
グ
ァ
ツ
シ

ユ
、
ペ
ン
画
、
そ
し
て
水
墨
画
を

含
む
日
本
画
の
総
点
数
百
三
十
七

点
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
初
め
て

公
開
さ
れ
た
夢
二
の
肉
筆
画
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
、
同
じ
公
園
内
に
あ
る

京
都
勧
業
館
で
は
、
ま
っ
た
く
同

じ
会
期
で
文
展
が
開
か
れ
て
い
た

が
、
そ
の
文
展
に
劣
ら
ぬ
人
気
で

入
場
者
を
集
め
た
と
い
う
。
投
書

の
コ
マ
絵
以
来
、
多
く
の
夢
二
画

集
に
よ
っ
て
人
気
の
高
め
て
い
た

夢
二
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
肉

筆
画
の
初
め
て
の
公
開
に
寄
せ
る

人
び
と
の
期
待
や
関
心
の
た
か
ま

り
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

港
屋
の
開
店

大
正
三
年
十
月
、
夢
二
は
日
本

橋
呉
服
町
に
「
継
起
」
を
開
店
し

た
。
こ
の
店
は
今
日
で
い
え
ば
い

わ
ゆ
る
趣
味
の
席
で
あ
っ
て
、
木

版
画
や
石
版
画
、
カ
ー
ド
、
絵
本
、

詩
集
を
ど
か
ら
、
絵
日
傘
、
人
形
、

千
代
紙
、
絵
入
り
封
筒
、
祝
儀
袋
、

更
に
風
呂
敷
、
半
襟
、
帯
、
浴
衣

に
い
た
る
ま
で
揃
え
ら
れ
て
い
た
。

す
べ
て
夢
二
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
店
は
開
店
と
同

時
に
大
へ
ん
な
繁
盛
で
、
特
に
若

い
女
性
の
人
気
は
大
変
を
も
の
だ

っ
た
と
い
う
。
当
時
の
女
性
に
と

っ
て
、
港
屋
の
品
を
身
に
請
け
、

夢
二
の
封
筒
と
巻
紙
で
便
り
を
出

す
の
は
こ
の
う
え
な
い
お
し
ゃ
れ

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
港
屋
で

夢
二
は
笠
井
彦
刀
と
運
命
的
な
出

会
い
を
持
つ
。

大
正
五
年
四
月
に
は
ロ
シ
ア
の

盲
目
詩
人
エ
ロ
シ
エ
ン
コ
、
秋
田

雨
雀
と
つ
れ
だ
っ
て
水
戸
へ
講
演

旅
行
を
し
て
い
る
。
夢
二
は
そ
の

生
涯
の
多
く
を
旅
に
賀
し
て
い
る
。

旅
に
夢
を
求
め
続
け
た
放
浪
の
詩

人
画
家
夢
二
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。

こ
の
日
か
ら
セ
ノ
オ
楽
譜
の
表

紙
装
帳
を
始
め
て
お
り
、
以
後
、

昭
利
の
初
め
ま
で
に
数
百
種
を
数

え
る
画
期
的
卒
ン
リ
ー
ズ
と
な
っ

た
。京

都
時
代

大
正
五
年
十
一
月
、
夢
二
は
京

都
の
旧
友
堀
内
清
方
へ
身
を
寄
せ
、

以
後
、
足
か
け
三
年
に
ね
た
る
京

都
時
代
が
始
ま
る
。

大
正
七
年
四
月
、
京
都
府
立
図

雷
館
で
第
二
回
目
の
個
展
「
竹
久

夢
二
抒
情
画
展
覧
会
」
が
開
か
れ

て
い
る
。
九
月
に
は
、
多
忠
克
作

曲
に
よ
る
「
宵
待
草
」
が
セ
ノ
オ

楽
譜
か
ら
出
版
さ
れ
、
た
ち
ま
ち

日
本
全
国
に
流
行
し
た
。

閲
東
大
霞
災



みる・かたる・つくる-

大
熊
災
は
い
ろ
ん
を
意
味
で
大

き
を
社
会
的
変
動
を
も
た
ら
し
た
。

そ
し
て
、
夢
二
の
人
気
も
こ
の
震

災
を
境
に
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
震
災
の
た
め
恩
地
孝
四
郎

ら
と
と
も
に
企
画
し
た

「
ど
ん
た

く
図
案
社
」
は
、
本
所
の
印
刷
所

が
全
滅
し
、
実
現
寸
前
の
段
階
で

挫
折
し
た
。
夢
二
は
連
日
焼
跡
を

歩
き
廻
り
、
多
く
の
震
災
ス
ケ
ッ

チ
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

一
夜
に
し
て
無
惨
に
変
わ
り
果
て

た
東
京
の
姿
が
、
生
々
し
く
記
録

さ
れ
て
い
る
。

旅
路
の
終
り

昭
和
五
年
五
月
、
夢
二
は
「
榛

名
山
葵
術
研
究
所
建
設
に
つ
き
」

と
い
う
宣
言
文
を
発
表
し
、
「
手
に

ょ
る
産
業
」
の
育
成
を
目
指
し
た
。

し
か
し
、
一
年
後
に
夢
二
は
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
外
遊

の
た
め
、
こ
の
企
画
も
あ
あ
ず
け

と
な
る
。
こ
れ
は
、
「
港
屋
」
以
来
、

大
稜
災
に
よ
っ
て
計
画
だ
け
に
終

っ
た
「
ど
ん
た
く
図
案
社
」
や
、
印

刷
所
と
提
携
し
て
藤
島
武
二
や
岡

田
三
郎
助
を
顧
問
に
む
か
え
た
月

刊
「
図
案
と
印
刷
」
の
発
刊
企
画

に
続
く
、
こ
れ
は
夢
二
の
創
作
活

動
の
一
つ
の
帰
結
点
で
あ
っ
た
と

も
見
ら
れ
よ
う
。

昭
和
六
年
五
月
、
夢
二
は
長
年

の
夢
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
旅
に
出
る
。
昭
和
八

年
九
月
に
帰
国
す
る
ま
で
、
足
か

け
三
年
に
お
よ
ぶ
旅
で
あ
っ
た
が
、

不
況
下
の
ア
メ
リ
カ
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
軍
靴
の
音
響
く
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
旅
行
は
、
決
し
て
楽
し
い

旅
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し

て
夢
二
は
や
つ
れ
果
て
、
身
体
を

引
き
ず
る
よ
う
に
帰
国
す
る
。

昭
和
九
年
一
月
十
九
日
、
信
州

富
士
見
の
高
原
療
養
所
へ
入
院
。

同
年
九
月
一
日
の
明
け
方
、
夢
二

は
「
あ
り
が
と
う
」
の
ひ
と
こ
と

を
残
し
て
、
満
五
十
歳
に
半
月
少

な
い
生
涯
を
静
か
に
閉
じ
た
。

9
月
1
 
3
日
脚
-
1
0
月
1
5
日
㈹

開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
-
午

後
4
時
0
0
分

休
館
日

月
曜
(
た
だ
し
9
月

1
 
5
日
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
)

●
入
場
料

大
人
三
〇
〇
円
へ
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇

円
)
中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五

〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名

以
上
の
団
体
料
金

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
美
術
鑑
賞
を

第
四
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

美

術

講

演

会

特
別
展
に
伴
い
美
術
講
演
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

演
題

夢
二
の
魅
力

講
師

細
野
正
信
氏
(
東
京
国
立

博
物
館
主
任
研
究
官
)

日
時

9
月
1
 
5
日
(
月
・
祝
)
午

後
2
時
よ
り

会
場

千
葉
県
立
美
術
館

浜
口
陽
三

ざ
く
ろ
・
ピ

ー
マ
ン
の
あ
る
静
物
・

ポ
プ
ラ

星
製
一
雪
の
玉
A
・
赤

い
地
平
線
・
王
の
樹

深
沢
幸
雄

旗
・
人
・
影

(
メ
ピ
コ
)
A

池
田
満
芳
夫
S
O
ヨ
e
ま
つ
g

一
・
ハ
ー
ト
の
位
置
・

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
庭

美

術

を

語

る

会

会
期
・
入

場
料

●
会
期

展
覧
会
に
つ
い
て
、
「
語
り
合

い
」

の
中
か
ら
、
作
家
や
作
品
に

つ
い
て
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

話
題

「
夢
二
の
世
界
を
語
る
」

話
題
提
供
者

夢
二
会

日
時

9
月
2
7
日
田

午
後
2
時

よ
り

無
料

会
場

干
葉
県
立
美
術
館

よ
り
広
範
を
地
域
の
方
々
に
美

術
作
品
鑑
賞
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
日
ざ
す
千
葉
県
移
動
美
術
館

が
、
十
月
八
日
か
ら
十
月
二
十
二

日
ま
で
東
金
市
中
央
公
民
館
で
、

十
月
二
十
六
日
か
ら
十
一
月
九
日

ま
で
県
立
大
利
根
博
物
館
(
佐
原

市
)
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。今

回
は
洋
画
・
版
画
・
工
芸
を

中
心
に
、
日
本
画
・
書
を
加
え
て

約
五
十
点
を
展
示
す
る
。

主
な
出
品
予
定
作
品
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

浅
井
忠

婦
人
像
・
農
婦

黒
田
重
太
郎

女
と
小
犬

椿
貞
雄

八
童
子
像

石
橋
武
治

筑
波
遠
望
・
水
辺

●

香
取
秀
典

霊
獣
文
大
花
瓶
・
鳳

凰
文
様
花
瓶
・
筋
入
花
瓶
・
菊

文
釜
・
笑
獅
子
香
炉
・
鳩
香
炉

津
田
信
夫
一
難
玲
聯
・
鴨
・
鳳

翔
燕
炉
・
子
迷
家
鴨
・
鷲
・
北

辺
破
絹
子

信
田
洋

伸
び
く
湾
・
九
躍
盤
・

蛾
銀
ひ
さ
古
瓶

寓
軟
風
堂

群
魚

渡
辺
学

川
口

松
尾
敏
男

原
野

浅
見
錦
龍

古
泉
千
樫
の
歌

◇
お
問
い
合
せ
先

東
金
市
中
央
公
民
館
云
〇
四
七

五
五
-
四
-
〇
二
一
)

県
立
大
利
根
博
物
館
(
禽
〇
四
七

八
五
・
六
i
〇
一
〇
一
)
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トピックス

●
第
四
回
夏
季
大
学
終

わ
る

例
年
に
を
い
冷
夏
の

中
、
去
る
八
月
一
日
・

二
日
の
二
日
間
、
約
一

一
〇
名
の
受
講
者
が
参

加
し
て
、
夏
季
大
学
が

開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
「
日
本
洋

国
史
の
流
れ
」
を
、
明
治
・
大
正

期
に
活
躍
し
た
洋
画
家
た
ち
に
焦

点
を
あ
て
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

受
講
者
の
中
に
は
、
第
一
回
よ

り
参
加
し
て
い
る
方
々
も
多
く
、

前
回
ま
で
の
講
座
を
継
続
し
た
も

の
と
し
て
、
美
術
史
の
よ
り
深
い

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
好

評
で
あ
っ
た
。

●
昭
和
五
十
五
年
度
第
一
回
美
術

協
議
会
開
く

八
月
六
日
、
本
年
度
第
一
回
の

美
術
館
協
議
会
が
、
委
員
の
方
々

も
新
ら
た
に
開
催
さ
れ
た
。

友
の
会
「
美
術
探
訪
の
旅
」

に
ご
参
加
を

友
の
会
で
は
、
今
年
も
一
泊

二
日
の
県
外
美
術
探
訪
の
旅
を

計
画
し
て
い
る
。

今
回
は
、
信
濃
路
の
自
然
美

を
昧
お
い
な
が
ら
、
小
山
敬
三

美
術
館
・
山
本
鼎
記
念
館
・
信

濃
デ
ッ
サ
ン
館
を
鑑
賞
し
、
信

州
の
鎌
倉
と
呼
ば
れ
る
別
所
温

泉
附
近
の
寺
々
を
訪
ね
ま
す
。

(
期
日
)
十
月
二
十
五
日
㈲

か
ら
二
十
六
日
㈲
ま
で
。
天

候
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
。

(
見
学
地
)
懐
古
園
-
小
山

敬
三
美
術
館
-
別
所
温
泉

(
泊
)
-
北
向
観
音
-
安
楽

寺
-
常
楽
寺
-
信
濃
デ
ッ
サ

ン
館
-
上
田
城
址
-
山
本
鼎

記
念
館

(
募
集
人
員
)
五
十
名

(
申
し
込
み
方
法
)
九
月
三

十
日
ま
で
に
、
美
術
館
内
友

の
会
事
務
局
ま
で
。
先
着
順

で
締
め
切
り
ま
す
。

会
議
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

の
展
覧
会
事
業
の
概
要
、
美
術
品

取
得
基
金
条
例
の
設
置
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
後
、
資
料
購
入
方
針

な
ら
び
に
県
民
ア
ト
リ
エ
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

●
版
画
の
理
解
の
た
め
に

第
二
回
美
術
を
語
る
会

企
画
展
「
現
代
版
画
三
人
展
」

の
開
催
中
の
八
月
十
六
日
㈲
に
、

第
二
回
美
術
を
語
る
会
が
開
か
れ

た
。話

題
提
供
者
に
は
、
展
覧
会
出

品
作
家
の
ひ
と
り
深
沢
幸
雄
氏
を

迎
え
「
ぼ
く
の
版
画
に
与
え
た
メ

キ
シ
コ
の
古
代
美
術
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
語
り

合
い
が
な
さ
れ
た
。
特
に
、
中
南

米
の
マ
ヤ
・
メ
キ
シ
コ
文
化
に
つ

い
て
の
ス
ラ
イ
ド
映
写
に
よ
る
興

味
深
い
解
説
や
氏
の
独
特
を
版
画

技
法
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
雨
の

中
を
参
加
し
た
人
々
か
ら
有
意
義

を
会
で
あ
っ
た
と
の
声
が
高
か
っ
た
。

〇
〇
〇
苫

伝

言

板

体

展

(
9
月
̃
1
 
2
月
)

●
県
展
等
の
準
備
並
び
に
整
理
の

た
め
、
次
の
期
間
が
休
館
日
と
な

り
ま
す
。

1
0
月
1
6
日
㈲
-
1
0
月
2
4
日
㈱

u
月
1
7
日
㈲
̃
n
月
1
9
日
嗣

▽
千
葉
0
0
展

9
・
2
3
̃
9
-
・
2
8

無
料

▽
新
構
造
千
葉
支
部
展

9
・
0
0
̃
1
0
"
5

無
料

▽
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

9
・
3
0
̃
的
∵
5

無
料

▽
フ
ァ
ン
シ
ー
展

9
・
0
0
̃
1
 
0
・
5

無
料

▽
第
2
3
回
干
葉
市
中
・
中
・
養
護

学
校
児
童
生
徒
作
品
総
合
展

的
・
7
̃
1
0
・
鳩

無
料

▽
第
1
 
2
回
高
校
芸
術
祭
(
美
術
・

工
i
一
千
書
道
作
品
展
)

‖
・
2
0
̃
1
 
1
・
3
0

無
料

▽
第
3
回
千
葉
県
写
真
展

u
・
2
0
̃
u
・
3
0

無
料

▽
第
鍋
田
千
葉
デ
ザ
イ
ン
展

1
 
2
・
2
̃
1
 
2
・
了

無
料

▽
千
葉
県
大
学
連
盟
美
術
展

1
2
・
2
̃
1
2
・
了

無
料

▽
概
念
と
空
間
展

1
2
・
2
̃
1
2
・
1

無
料

▽
第
2
5
園
子
ど
も
県
展

1
2
・
9
̃
1
2
・
2
1

無
料

な
お
、
第
3
2
回
県
展
の
開
催
期

日
は
次
の
通
り
で
す
。

1
0
月
2
5
日
出
-
‖
月
1
6
日
㈲

県
展
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

本
館
あ
る
い
は
県
美
術
会
事
務
局

(
埜
三
-
二
七
一
〇
)
に
。

7
月○

○

‖
‖
=028203

来

館

者

目
黒
区
教
育
委
員
会
美

術
館
準
備
室
二
名

国
立
国
際
美
術
館
一
名

新
潟
市
教
育
委
員
会
本

間
教
育
長
他
一
名

北
海
道
教
育
庁
岩
原
社

会
教
育
部
長

日

謁

抄

研
究
協
力
校
(
千
葉
市

立
新
宿
小
学
校
)
展
覧

会
見
学

「
現
代
版
画
三
人
展
」

オ
ー
プ
ン

博
物
館
実
習
始
ま
る

(
8
名
、
-
3
 
1
日
)

8
月1

・
2

美
術
館
夏
季
大
学

開
催

4

友
の
会
理
事
会

6

昭
和
五
十
五
年
度
第
一

回
美
術
館
協
議
会

7
・
8

デ
ッ
サ
ン
入
門
講

座
(
工
期
)
開
講

1
0

書
芸
入
門
諮
座
開
講

1
6

美
術
を
語
る
会
(
話
題

提
供
者
深
沢
幸
雄
氏
)

-
5
-
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十
月
か
ら
の
実
技
講
座

内
容
と
日
程
決
ま
る

○
洋
画
基
礎
講
座

前
期
は
水
彩
画
を
中
心
と
し
た

諮
座
で
し
た
が
、
今
回
は
油
彩
画

を
中
心
と
し
た
講
座
で
す
。

期
日

1
0
月
2
5
日
脚
2
6
日
㈲

1
 
1
月
2
2
日
田
2
3
日
㈲

1
2
月
1
3
自
他
1
4
日
㈲

l
月
2
4
日
脚
2
5
日
㈲

2
月
1
4
日
的
1
5
日
㈲

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

語
師

太
田
洋
三
氏
(
千
葉
大

学
教
授
)

募
集
人
員

約
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
モ
デ

ル
代
等
負
担
)

締
切

同
月
H
日
脚

○
洋
画
研
修
講
座

基
礎
静
座
よ
り
も
技
術
面
に
重

点
を
お
い
て
、
技
能
の
向
上
を
白

き
す
講
座
で
す
。

期
日

1
0
月
2
8
日
㈹
2
9
日
㈹

1
1
月
u
日
㈹
1
2
日
㈱

l
月
2
7
日
㈹
2
8
日
㈹

2
月
2
4
日
㈹
2
5
日
㈹

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
前
4
時

講
師

海
老
沢
厳
夫
氏
(
千
葉

大
学
教
授
)

募
集
人
員

0
0
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
モ
デ

ル
代
等
四
千
五
百
円
程

度
自
己
負
担
)

締
切

1
0
月
1
3
日
㈲

○
彫
塑
制
作
講
座

今
回
も
前
回
同
様
初
心
者
を
対

象
に
頭
像
を
学
習
し
、
石
膏
取
り

ま
で
行
う
。

期
日

1
0
月
1
日
㈹
2
日
㈱

1
0
月
9
日
㈹
1
0
日
㈱

的
月
1
 
7
日
㈲
1
8
日
出

1
9
日
㈲

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

講
師

青
木
三
四
郎
氏

募
集
人
員

2
0
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
モ
デ

ル
・
助
手
・
石
膏
代
等

七
千
五
百
円
程
度

自

己
負
担
)

締
切

9
月
1
6
日
㈹
(
前
号
で

9
月
6
日
㈲
と
を
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
1
6
日
に
変
更
さ
せ
て
い
た

●

だ
き
ま
す
。
)

○
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
三
期
)

一
期
・
二
期
と
同
様
、
石
膏
デ

ッ
サ
ン
を
学
習
す
る
。

期
日

u
月
8
日
出
9
日
㈲

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

講
師

篠
崎
輝
夫
氏
(
日
展
審

査
員
)

募
集
人
員

0
0
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
材
料

費
は
自
己
負
担
)

締
切

1
0
月
2
5
日
出

○
陶
芸
入
門
講
座

陶
亨
-
昂
基
礎
的
を
技
術
を
身
に

け
る
諮
座
で
す
。

期
日

1
0
月
3
1
日
㈱

u
月
1
日
出
2
日
脚

u
月
2
9
目
地

1
2
月
2
日
の

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

諮
師

山
本
正
年
氏
(
日
展
評

議
員
・
光
風
会
理
事
)

募
集
人
員

0
0
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
材
料

費
は
自
己
負
担
)

締
切

同
月
1
7
日
㈲

〇
七
宝
焼
入
門
講
座

身
近
を
装
飾
品
の
制
作
を
通
し

て
七
宝
焼
の
基
礎
的
を
技
術
を
身

に
つ
け
る
諮
座
で
す
。

期
日一

期

1
2
月
6
日
田
7
日
㈲

二
期

2
月
2
7
日
㈱
2
8
日
出

講
師

長
南
光
男
氏
(
千
葉
大

学
教
授
)

募
集
人
員

各
紬
名

会
費

無
料
(
た
だ
し
、
材
料

費
は
自
己
負
担
)

締
切
一
期

u
月
2
2
日
出

二
期

2
月
鳩
目
⑨

情
報
資
料
室

※
そ
の
他
、
「
て
ん
刻
入
門
講
座
」

(
二
期
)
も
あ
り
ま
す
が
、
次
号

で
ね
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
o

※
各
講
座
へ
の
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
で

①
希
望
す
る
諮
座
名

②
住
所
・
氏
名
・
年
令

③
電
話
番
号

を
ご
記
入
の
上
、
千
葉
県
立
美

術
館
内
研
修
班
宛
お
送
り
下
さ
い
。

※
期
日
に
つ
い
て
は
、
一
部
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●

県
民
ア
ト
リ
エ
は
、
四
月
一
日

よ
り
各
種
実
技
講
座
・
講
演
会
を

ど
で
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す

が
、
準
備
が
遅
れ
て
お
り
ま
し
た

情
報
資
料
室
は
、
い
よ
い
よ
九
月

九
日
㈹
よ
り
御
利
用
い
た
だ
け
る

こ
と
に
怠
り
ま
し
た
。

情
報
資
料
室
に
は
、
現
代
日
本

美
術
会
集
・
世
界
巨
匠
シ
リ
ー
ズ

を
ど
の
全
集
類
を
中
心
と
し
た
図

書
約
一
〇
〇
〇
冊
、
み
づ
ゑ
・
芸

術
新
潮
な
ど
の
雑
誌
八
タ
イ
ト
ル
、

そ
の
他
、
各
地
展
覧
会
図
録
・
県

内
外
の
美
術
館
・
博
物
館
の
刊
行

物
な
ど
の
資
料
を
備
え
て
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
す
べ
て
の
資
料
の
整

理
を
完
了
す
る
に
は
、
も
う
し
ば

ら
く
時
間
が
必
要
で
す
。
御
利
用

い
た
だ
く
資
料
や
開
設
時
間
に
、

当
分
の
間
、
制
限
を
加
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
御

了
承
く
だ
さ
い
。

ま
だ
、
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
御
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

.
開
設
日

開
館
中
の
火
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で

・
開
設
時
間

開
設
日
の
午
後
1
2

時
0
0
分
か
ら
4
時
0
0
分
ま
で


